
工事名称　沖縄科学技術大学院大学臨海実験施設新営その他工事

調査対象業者名　　（株）太名嘉組　（住所：沖縄県浦添市大平２丁目１番１号）

内容

１．その価格により入札した理
由

①昨今は当社の公共・民間の工事完工高が65億円で推移してお
り、この実績を基に施工及び管理をすることでコスト低減を図
る。

②協力会社は実績のある熟練した作業員を擁しており、当社を含
めた建築現場も多く、作業員の効率的な配置と施工を行うことで
コスト低減を図る。

③資材調達は本社にて一元管理しており、包括発注により単価を
10%低減できる。

④自社保有の移動式プレハブ、移動式倉庫、備品等を使用するこ
とで共通仮設費のコスト低減が可能。

⑤品質管理のための人員体制を手持工事関連技術員とのタイアッ
プによる応援体制で管理することで、現場管理費のコスト低減を
行う。

　以上に基づく経費削減により、工事費金額が低減できる。

２．契約対象工事に関連する手
持工事の状況

（１）伊平屋村営住宅我喜屋第８団地建築工事（元請）

３．契約対象工事箇所と入札者
の事業所、倉庫等との関連
（地理的条件）

本社：沖縄県浦添市大平２丁目１番１号
①本社　４２．４ｋｍ（直線距離　３３．４ｋｍ）
②近隣の工事現場　１０ｋｍ圏内なし

４．１から３までの事情聴取し
た結果についての調査検討

問題なし

５．経営状況 問題なし

６．その他の必要な事項 特になし

低入札価格調査の実施概要

項目


